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この作品は、私が 1 年生の時に書いたものです。

「芸術の秋」というテーマで、色えんぴつのケー
スや筆箱、筆、スケッチブックなどを描きました。
工夫したところは筆です。光の反射や影などを描
き、よりリアルに表現しました。苦労した点は
スケッチブックの所です。「ＳＫＥＴＣＨ ＢＯＯＫ」
という文字のレタリングが難しかったです。



監
査
委
員
の
総
括
意
見

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
、
な
ら
び
に
水
道
事

業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
決

算
審
査
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
、

慎
重
に
審
査
を
実
施
し
た
結
果
、　

予
算
の
執
行
、
収
入
・
支
出
お
よ

び
財
産
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て

も
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
般
会
計
の
決
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
歳
入
決
算
額
が
１

１
６
億
３
９
９
０
万
５
５
９
５
円

で
あ
り
、
調
定
額
に
対
す
る
収
納

率
は
99
・
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

可決原
案
す
べ
て
を

令和６年度決算審査令和６年度決算審査
町税収入44億1614万9425円町税収入44億1614万9425円　　財政は財政は健全健全！！

一般会計歳出総額一般会計歳出総額110110億億　　55045504万円を認定万円を認定

　
歳
出
決
算
額
は
１
１
０
億
５
５

０
４
万
３
８
４
４
円
で
、
予
算
現

額
に
対
す
る
執
行
率
は
93
・
96
％

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
実

質
収
支
額
は
４
億
１
８
７
３
万
１

７
５
１
円
の
黒
字
、
単
年
度
収
支

額
も
５
８
６
９
万
７
２
１
９
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

決
算
で
は
、
実
質
収
支
額
は
黒
字
、

単
年
度
収
支
額
は
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
財
政
運
営
に
関
す
る
指
標
に
つ

い
て
は
、
財
政
力
指
数
が
０
・
７

２
で
、
前
年
度
の
０
・
７
３
と
比

較
し
て
も
、
ほ
ぼ
同
水
準
を
維
持

し
て
お
り
、
本
町
の
財
政
状
況
は

健
全
な
水
準
に
あ
る
と
判
断
さ
れ

ま
す
。

　
今
後
は
財
政
支
出
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
的
確

な
財
政
運
営
を
期
待
し
ま
す
。

町民の負託に応えた各議員の賛否！　第432回定例会
上程された議案等（概要）
賛成：○　　　反対：×　　　退場：退
加藤章議員は、議長のため採決に加わらず：－

採　決　結　果
議
決
結
果

瀧
　
　
幸
彦

小
堀
　
秀
一

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

議案第６号 高根沢町都市計画税条例の一部改正（令和８年度か
らの課税再開に当たり、所要の改正をするもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案第９号 令和６年度高根沢町一般会計歳入歳出決算認定（決
算について議会の認定に付するもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ 原案認定

議案第12号 令和６年度高根沢町介護保険特別会計歳入歳出決算
認定（決算について議会の認定に付するもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ 原案認定

陳情受理番号
23号

議員の条例に反する行為に関する陳情（第432回議
会定例会のまちづくり常任委員会で「趣旨採択」に
すべきものとした決定に対して）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 退 ○ ○ × 趣旨採択

決議案第１号

横須賀忠利議員に対する議員辞職勧告決議案の議決
（横須賀議員に対し、議員として自らその責任を重
く受け止め、自らの意思のより速やかに議員辞職を
するよう強く勧告するもの）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 退 ○ ○ × 決議案可決

鈴木代表監査委員

決算を認定

　中
長
期
的
な
財
政
計
画
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　的
確
な
財
政
運
営
を
！

全議案はP2の
QRコードから！

第
４
３
２
回
定
例
会

決
算
審
査
常
任
委
員
会
審
査

全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
一
般
質
問

3 議会だより たかねざわ（2025・10月号）

【
決
議
要
旨
】

　
当
決
議
案
は
、
令
和
７
年
３
月

定
例
会
に
お
い
て
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
横
須
賀
議

員
は
議
長
か
ら
の
議
員
辞
職
勧
告

を
拒
否
し
、
現
在
も
議
員
を
辞
職

す
る
こ
と
な
く
議
員
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
町
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
員
が
、

本
町
議
会
の
議
決
結
果
を
無
視
し

続
け
る
こ
と
は
、
本
町
議
会
に
対

す
る
町
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
横
須
賀
議
員

は
、
議
員
と
し
て
自
ら
一
連
の
責

任
を
重
く
受
け
止
め
、
自
ら
の
意

思
に
よ
り
速
や
か

に
議
員
を
辞
す
る

よ
う
改
め
て
強
く

勧
告
し
ま
す
。

令和６年度決算審査令和６年度決算審査
町税収入44億1614万9425円町税収入44億1614万9425円　　財政は財政は健全健全！！

一般会計歳出総額一般会計歳出総額110110億億　　55045504万円を認定万円を認定

決
算
お
よ
び
補
正
予
算
、
陳
情
等
を
慎
重
審
議

　
第
４
３
２
回
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正
７
件
、
決
算
認
定
６
件
、
補
正
予
算
４
件
、
他
６
件
、
併
せ
て
23
件
の
町
長
提

出
議
案
の
他
、
諮
問
１
件
、
報
告
５
件
、
陳
情
２
件
、
追
加
議
案
３
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
認
定
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し
づ
く
り
両
委
員
会
で
慎
重
な
質
疑
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
施
設
運
営
や

福
祉
、
自
治
会
、
医
療
等
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
の
論
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

令和６年度　会計別決算総括表
会計 区分 予算額 決算額 比率

一般会計
歳入 117億6576万9000円 116億3990万5595円 98.9%

歳出 117億6576万9000円 110億5504万3844円 94.0%

特
別
会
計

国民健康保険
歳入 25億4577万6000円 25億4856万9583円 100.1%

歳出 25億4577万6000円 25億0460万2461円 98.4%

後期高齢者医療
歳入 3億6673万8000円 3億6377万2840円 99.2%

歳出 3億6673万8000円 3億5988万8739円 98.1%

介護保険
歳入 23億7046万6000円 23億7862万0784円 100.3%

歳出 23億7046万6000円 23億2972万9907円 98.3％

事
業
会
計

水道事業
歳入 6億2047万2000円 6億1085万3438円 98.4%

歳出 8億6082万7000円 8億0829万6342円 93.9%

下水道事業
歳入 12億0193万8000円 12億1284万2073円 100.9%

歳出 14億2531万1000円 13億8147万3659円 96.9%

全会計合計
歳入 188億7115万9000円 187億5456万4313円 99.4％

歳出 193億3488万7000円 184億3903万4952円 95.4%

※事業会計の歳入歳出額は、収益的収支額＋資本的収支額で記載しています。

９月
定例会

辞
職
勧
告
決
議

全
文

横
須
賀
忠
利
議
員
に

再
び
議
員
辞
職
勧
告

　
森
弘
子
議
員
を
代
表
と
す

る
議
員
７
名
は
、
令
和
７
年

３
月
の
定
例
会
で
可
決
さ
れ

た
、
横
須
賀
議
員
に
対
す
る

議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
を
、

本
議
会
に
お
い
て
再
度
提
出

し
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

全議案の
採決結果
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農業者を支援結いの心 道普請住環境の整備

新規就農者育成総合対策
事業費	 750万円

　新たに経営を開始する認定新
規就農者（５人）に経営開始資
金を交付し、経営開始時の早期
の経営確立を支援しました。

議員のここチェック　

　農業従事者の減少や高齢化に
より、農地の荒廃が懸念されま
す。新規就農者の「やる気」を
積極的に支援することで、高根
沢町の農地が守られます。

道普請事業費
	 242万円

　地域から要望のあった砂利道
にコンクリート舗装材料を配送
し、生活環境改善に向け、地域
住民の協働作業により、舗装道
路が整備されました。

議員のここチェック　

　皆が力を結集し事業を行う“普
請”は、昔から続く日本の伝統
です。お互いに助け合う共助の
精神は、地域の皆さんの結びつ
きをも強くします。

公共下水道管路建設改良費
	 ２億1,064万円

　家庭から排出される汚水をき
れいにし、衛生環境を保全する
ため、令和６年度は1,400.6ｍの
管
かん
渠
きょ
を整備し、舗装本復旧工事

を実施しました。

議員のここチェック　

　住環境の整備は喫緊の課題で
す。住みたい町、住み続けたい
町の実現に向け、計画的に整備
を進め、生活排水処理の適正化
を図っていくことが大切です。

　就農して３年、ブドウと春菊
の栽培に取り組んでいます。
　資金の助成により環境を整え
ることができ、安定した栽培へ
とつながっています。これから
も工夫を重ねて、美味しい作物
を皆さんに届けていきたいです。

　これまでは砂利道で轍
わだち
、水溜

まり、埃に悩まされていました。
地域の皆さんの労力のお陰で快
適な道路が完成し、子供たちや
散歩する方たち、皆さんが喜ん
でいます。さらに使いやすい制
度になることを期待します。

　町道の下水道整備は進んだ
ものの暮らしのより良い実感は
まだ薄く、私道の工事時期がい
つになるのか不安があります。
　予算の関係もあることでしょ
うが、将来の快適な環境には大
きな期待を寄せています。

美味しいブドウの生産を！美味しいブドウの生産を！
村村
むらむら

上上
かみかみ

  芽芽
めめ

衣衣
いい

 さん さん
宝積寺北区道普請の代表者宝積寺北区道普請の代表者

見見
けんけん

目目
もくもく

  昌昌
まさまさ

司司
しし

 さん さん
整備区域にお住まいの整備区域にお住まいの

森森
もりもり

島島
しましま

  寛寛
ひろしひろし

 さん さん
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主
要
事
業
に
町
民
の
声
は
？

令
和
６
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
た
め
、
慎
重
に
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
事
業
に
対
す
る
町
民
の
感
想
・
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

安全・安心な暮らしの実現と
住み続けたいと心から思える
魅力ある町づくりに向けて！

令
和
令
和
６６
年
度
決
算
の

年
度
決
算
の  

気気
に
な
る
に
な
る
中
身
中
身
はは

私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

町のシンボルへ道の駅たかねざわ

新庁舎整備事業費
	 3,510万円

　新庁舎等の整備に向けて、基
本設計業務・外構工事の実施設
計業務、町民広場内既存施設解
体設計業務等を行いました。

議員のここチェック　

　令和10年10月完成に向け事業
が進められています。高根沢町
のシンボルとして、町民が利用
しやすく、また有事の際には安
全安心を確保する庁舎になるこ
とが求められています。

元気あっぷむら指定管理
委託事業費	 9,400万円

　令和６年度までは民間事業者
に管理運営を委託（4,400万円）
し、７年度からより効果的な運営
を行うため町100％出資（5,000
万円）の「㈱元気あっぷ」を設
立しました。

議員のここチェック　

　高根沢町の誇れる施設であり
町民の憩いの場である「道の駅
たかねざわ元気あっぷむら」。多
くの町民の期待に応える運営が
なされるよう注視していきます。

　災害が少ないことが誇りの我
がまちですが、非常時に備える
ことは不可欠です。
　新庁舎は機能拠点として町民
の信頼に応え、的確な判断と安
心できる避難所の役割を果たす
ことを大いに期待しています。

　元気あっぷ温泉は浴槽も広々
としてゆっくり入れるし、身体
も温まります。これからも引き
続き利用したいと思います。
　町民の利用を多くするために
も、年間パスポートを作ってい
ただけると嬉しいです。

高根沢町消防団長高根沢町消防団長
小小
こばやしこばやし

林林  修修
おさむおさむ

 さん さん
元気あっぷ温泉リピーター元気あっぷ温泉リピーター

三三
みみ

浦浦
うらうら

  利利
としとし

雄雄
おお

 さん さん
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快適な体育館へ楽しく学べる図書館運動で健康

熱中症対策事業費
	 468万円

　中学校の体育館に大型冷風機
を５台導入しました。
・阿久津中学校新体育館２台
・阿久津中学校旧体育館１台
・北高根沢中学校体育館２台

議員のここチェック　

Ｑ　利用者の反応は？
Ａ　学校教育課長
　機器が大きいので移動や水を
入れる手間が大変だという声も
あるが、良い反応と受けとめて
いる。エアコンが必要だという
声が多いことも承知している。

図書館指定管理委託事業費
	 １億3,212万円

　図書館利用者のサービス向上
と施設運営の効率向上のため、図
書館流通センターに指定管理事
務を委託しました。

議員のここチェック　

Ｑ　図書館流通センターに対す
る評価は？
Ａ　生涯学習課長
　平成22年から長期の指定管理
者になっているが、２歳時のセ
カンドブックなど新たな取り組
みも行っており、全般的に丁寧
なサービスを行っている。

体力づくりスポーツ事業費
	 69万円

　個々の体力・健康づくりのた
め、ラジオ体操普及事業、ウォー
キング大会を開催しました。
　また、自治公民館を対象にペ
タンク用具貸し出しを実施しま
した。

議員のここチェック　

　健康づくりに役立つ町民参加
のイベントを行っていますが、多
くの町民が参加できるよう、広
報宣伝にも力を入れるべきで
しょう。

　体育館の授業の合間に、大型
冷風機の前で休憩をして熱中症
対策に役立っています。
　風が届く範囲が限られるし、
外国製のため重い変圧プラグも
必要で、ファンの音も大きい。
エアコンの導入もお願いします。

　明るくて清潔で居心地のよい
図書館です。接客もとても丁寧
で、絶版本も綺麗に保管されて
います。
　長い時間、子どもと過ごした
いので、外で遊べる広場やベン
チがあるとよいと思います。

　ラジオ体操をしっかりやると
身体が伸びるので、とても健康
になります。同じくらいの年配
の方とおしゃべりするのも楽し
いひとときです。元気に生きる
ために、人と関わることも大切
にしています。

阿久津中学校保健体育教員阿久津中学校保健体育教員
黒黒
くろくろ

沢沢
さわさわ

  雪雪
ゆきゆき

菜菜
なな

 さん さん
町立図書館がお気に入りの町立図書館がお気に入りの

落落
おちおち

合合
あいあい

  見見
みみ

和和
わわ

 さん さん
ラジオ体操参加者のラジオ体操参加者の
黒黒
くろくろ

﨑﨑
さきさき

  八八
やや

重重
ええ

子子
ここ

 さん さん

第
４
３
２
回
定
例
会

決
算
審
査
常
任
委
員
会
審
査

全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
一
般
質
問

7 議会だより たかねざわ（2025・10月号）

私もひとこと私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

歩いて脱炭素人気のマラソン大会町へ出よう

ゼロカーボン推進事業費
	 1,824万円

　町の脱炭素化実現のため、公
共施設の再生可能エネルギー導
入可能性調査、省エネ診断、職
員向け研修を実施しました。

議員のここチェック　

Ｑ　脱酸素アプリ「ＳＰＯＢＹ
（スポビー）」の実績は？
Ａ　環境課長
　導入費用は500万円。９月８日
時点のダウンロード数は町内211
人、町外が158人、計369人。
　住民、事業者、行政が一体と
なって取り組む契機となった。

元気あっぷハーフマラソン
大会事業費	 621万円

　マラソンへの参加を通して健
康や体力の保持・増進を促すと
ともに地域活性化を図るため、
ハーフマラソン大会兼長距離走
大会を開催しました。

議員のここチェック　

　町役場新庁舎等建設に向けた
解体工事のため、第52回大会（令
和７年１月12日開催）を最後に
当面の間、休止が決まりました。
　高根沢町の知名度アップにも
寄与した貴重な大会なので、復
活が望まれます。

高齢者外出支援事業費
	 184万円

　高齢者の外出を支援し社会参
加を促進するため、80歳以上の
方の公共交通「たんたん号」利
用料金の全額を負担しました。

議員のここチェック　

Ｑ　支援事業の実績は？
Ａ　健康福祉課長
　１回100円の利用料をのべ１万
8468名分に負担した。「たんたん
号」で気軽に外出してほしい。

　歩行や自転車などエコライフ
によってＳＰＯＢＹのポイント
が貯まった方は、ぜひ宝積寺駅
東口のちょっ蔵情報発信館まで
野菜やお米と交換しに来てくだ
さい。毎日新鮮な野菜を入荷し
てお待ちしています。

　本大会は日本陸連公認の貴
重なハーフマラソン大会でし
た。平坦で走りやすく自己ベス
トが出やすいし、箱根駅伝常連
校のランナーも参加するので人
気の大会でした。再び開催して
ほしいという声は大きいです。

　病院通いには大変助かります。
　診察が終わる時間ははっきり
しないものですが、病院・薬局
の職員さんや運転手さんが色々
と親切にしてくれました。
　感謝を込めて、運転手さんに
欠かさず挨拶をしています。

ＮＰＯ法人まちづくりちょっ蔵高根沢ＮＰＯ法人まちづくりちょっ蔵高根沢
中中
なかなか

島島
しましま

  伸伸
のぶのぶ

雄雄
おお

 さん さん
ハーフマラソン完走者ハーフマラソン完走者

荒荒
あらあら

井井
いい

  拓拓
たくたく

郎郎
ろうろう

 さん さん
たんたん号利用者のたんたん号利用者の

見見
けんけん

目目
もくもく

  亘亘
わたるわたる

 さん さん
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た
結
果
、「
テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本

株
式
会
社
」
を
候
補
者
と
し
て

選
定
。

〇
指
定
管
理
料
上
限
額
（
５
年
間
）

１
億
円

地
域
貢
献
の
継
続
は

Ｑ
こ
れ
ま
で
は
地
域
密
着

型
の
活
動
に
よ
り
地
域

に
貢
献
し
て
き
た
が
、
今
回
の
指

定
管
理
者
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
？Ａ 

環
境
課
長

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
た
活

動
の
ほ
か
、
子
ど
も
体
験
学
習
の

継
続
等
を
仕
様
書
に
入
れ
た
。
地

域
貢
献
活
動
は
、
今
後
も
継
続
さ

れ
る
と
考
え
る
。

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

〇
公
募
１
団
体
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、「
株
式
会
社
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
」
を
候
補
者
と
し

て
選
定
。

〇
指
定
管
理
料
上
限
額
（
５
年
間
）

８
億
４
０
０
０
万
円

上
限
額
ア
ッ
プ
の
要
因
は

Ｑ
指
定
管
理
料
の
上
限
額

が
27
％
ア
ッ
プ
さ
れ
る

要
因
は
？

Ａ 

生
涯
学
習
課
長

　
人
件
費
の
高
騰
の
ほ
か
、
シ
ス

テ
ム
の
リ
ー
ス
料
や
委
託
料
等
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
。

〇
公
募
１
団
体
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
で
審
査
し

給
食
費
無
償
化
の
財
源
は

Ｑ
給
食
費
の
無
償
化
に
、
国

の
重
点
支
援
地
方
交
付

金
を
充
て
て
い
る
が
、
一
般
財
源

は
ど
う
捻
出
し
た
の
か
？

Ａ 

学
校
教
育
課
長

　
税
収
の
プ
ラ
ス
分
と
、
令
和
６

年
度
決
算
の
繰
越
金
か
ら
捻
出
さ

れ
て
い
る
。
来
年
度
以
降
の
予
算

の
組
み
立
て
は
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
。

〇
人
間
ド
ッ
ク
助
成
限
度
額
の
変

更
（
令
和
８
年
度
）１

２
５
０
万
円

〇
学
校
給
食
費
保
護
者
等
負
担
金

の
減
額
　
　
　
３
７
８
７
万
円

〇
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交

付
金
（
国
庫
支
出
金
）
の
増
額

５
２
３
万
円

〇
町
民
税
（
個
人
）
現
年
課
税
分

の
増
額
　
１
億
９
７
６
８
万
円

〇
固
定
資
産
税 

現
年
課
税
分
の
増

額
　
　    

１
億
２
１
２
５
万
円

〇
戸
籍
事
務
費
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム

改
修
に
よ
る
増
額
　３

５
０
万
円

〇
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
事
業
費
の
増
額３

７
１
万
円

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
費
委

託
料
の
増
額
　
　 

８
５
５
万
円

〇
子
ど
も
計
画
策
定
業
務
の
追
加

（
令
和
８
年
度
）　 

３
８
５
万
円

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

第432回定例会
く ら し づ く り
委員長報告全文

くらしづくり常任委員会　審査報告 

給食費無償化、福祉事業等の予算を審査
議会に上程された23議案のうち11議案が当委員会に付託され
審査が行われました

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

債
務
負
担
行
為
補
正

債
務
負
担
行
為
補
正

国
民
健
康
保
険
補
正

指
定
管
理
者
の
指
定

町
図
書
館
３
館
お
よ
び

関
連
施
設

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

心身の健全な発達と協同の精神
を養う学校給食は重要（西小）
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な
範
囲
で
陳
情
内
容
を
取
り
入
れ

た
整
備
を
要
望
す
る
た
め
、
全
員

一
致
で
「
趣
旨
採
択
」
と
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

【
趣
旨
】

　
議
会
は
、
議
会
の
名
誉
お
よ
び

品
位
を
回
復
す
る
た
め
に
、
横
須

賀
忠
利
議
員
の
行
為
に
対
し
改
め

て
議
会
の
見
解
を
示
す
等
の
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
。

【
主
な
意
見
と
審
査
結
果
】

　
政
治
倫
理
審
査
会
で
十
分
に
審

議
し
、議
長
か
ら
辞
職
勧
告
を
行
っ

て
い
る
。
議
長
か
ら
の
辞
職
勧
告

文
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
り
、
審

査
会
員
を
侮
辱
し
た
り
す
る
行
為

が
あ
っ
た
り
と
、
反
省
が
感
じ
ら

れ
な
い
が
、
議
会
の
見
解
は
出
て

い
る
た
め
、
賛
成
者
多
数
で
「
趣

旨
採
択
」
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

【
趣
旨
】

　
現
行
の
町
民
ホ
ー
ル
と
同
等
以

上
の
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
主
た
る
目
的
を

芸
術
文
化
振
興
と
し
、
そ
れ
に
資

す
る
設
計
・
運
用
（
音
楽
舞
台
と

し
て
の
ス
テ
ー
ジ
構
造
を
有
す
る

こ
と
な
ど
）
を
行
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
主
な
意
見
と
審
査
結
果
】

　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
ス
ポ
ー
ツ
活

動
と
文
化
活
動
の
兼
用
が
前
提
な

の
で
、
主
た
る
目
的
を
芸
術
文
化

振
興
と
す
る
こ
と
は
採
択
で
き
な

い
が
、
町
民
の
発
表
の
場
と
し
て
、

よ
り
良
い
施
設
と
な
る
よ
う
可
能

農
業
者
を
応
援

Ｑ
園
芸
作
物
推
進
事
業
費

補
助
の
対
象
品
目
は
？

Ａ 

産
業
課
長

　
園
芸
作
物
の
対
象
品
目
に
縛
り

を
設
け
て
い
な
い
。

○
公
募
１
団
体
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、「
共
和
化
工
株
式
会

社
」
を
候
補
者
と
し
て
選
定
。

○
指
定
管
理
料
上
限
額
（
５
年
間
）

２
億
７
５
７
４
万
円

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

○
普
通
交
付
税
の
増
額

　
　
　
　
　
３
億
３
６
０
７
万
円

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額

　
　
　
　
６
億
０
２
６
９
万
円

○
繰
越
金
の
増
額２

億
６
８
７
３
万
円

○
財
政
調
整
基
金
の
増
額

２
６
９
１
万
円

○
園
芸
作
物
推
進
支
援
事
業
費
補

　
助
金
の
増
額
　 

５
０
０
万
円

借
金
を
減
ら
せ
る
の
？

Ｑ
地
方
債
の
減
額
は
、
一
般

財
源
が
確
保
で
き
た
か

ら
と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
財
源
は
？

Ａ 

企
画
課
長

　
令
和
６
年
度
決
算
の
繰
越
金
や
、

７
年
度
の
町
税
の
増
加
分
に
よ
る
。

まちづくり常任委員会　審査報告

園芸作物の推進・支援等の予算を審査
議会に上程された23議案のうち７議案が当委員会に付託され
陳情２件と併せて審査が行われました

一
般
会
計
補
正
予
算

指
定
管
理
者
の
指
定

陳
情
審
査
（
２
件
）

「
議
員
の
条
例
に
反
す
る

行
為
に
関
す
る
陳
情
」

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

主
な
質
疑

ありがとう　町民ホール

第432回定例会
ま ち づ く り
委員長報告全文

「
複
合
施
設
計
画
の
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
の
見
直
し

に
関
す
る
陳
情
」

町
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
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令
和
８
年
度
経
営
方
針
が

令
和
８
年
度
経
営
方
針
が

示
さ
れ
る

示
さ
れ
る

地
方
税
収
入
が
増
加

Q
令
和
８
年
度
に
地
方
税
が

増
え
て
い
る
要
因
は
？

A
　
企
画
課
長

　
令
和
８
年
度
か
ら
の
推
計
値
は
、

決
算
ベ
ー
ス
で
強
め
に
み
て
２
億

円
増
加
、
都
市
計
画
税
の
課
税
再

開
で
約
１
億
３
０
０
０
万
円
の
増

加
を
見
込
ん
だ
た
め
。

地
方
債（
借
金
）が
増
加

Q
地
方
債
が
、
令
和
９
年
度

が
51
億
円
、
10
年
度
が
40

億
円
と
、
多
額
に
な
る
要
因
は
？

A
　
企
画
課
長

　
新
庁
舎
整
備
に
係
る
地
方
債
を
、

令
和
９
年
度
、
10
年
度
に
起
債
す

る
た
め
。

　
起
債
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
は
、

償
還
が
３
年
据
え
置
き
に
な
る
の

で
、歳
出
の
公
債
費
は
遅
れ
て
ピ
ー

ク
が
来
る
。

国
の
補
助
金
得
ら
れ
ず

国
の
補
助
金
得
ら
れ
ず

阿
久
津
中
学
校
校
舎

阿
久
津
中
学
校
校
舎

改
修
事
業
が
延
期

改
修
事
業
が
延
期

　
築
40
年
以
上
に
な
る
阿
久
津
中

学
校
を
、
令
和
７
年
度
か
ら
９
年

度
に
か
け
て
、
大
規
模
改
修
工
事

を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
。

　
総
事
業
費
は
、
23
億
１
４
０
０

万
円
で
、国
庫
補
助
金
と
し
て
、「
学

校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」
の
長

寿
命
化
改
良
事
業
を
活
用
す
る
予

定
で
し
た
が
、
国
庫
補
助
金
が
不

採
択
と
な
り
、
財
源
の
確
保
が
で

き
て
い
な
い
た
め
、
改
修
工
事
の

実
施
を
令
和
８
年
度
に
先
送
り
す

る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境

改
善
は
、
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　
国
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
予
定

　
令
和
７
年
度
補
正
予
算
ま
た
は

令
和
８
年
度
に
よ
り
、
国
庫
補
助

金
に
よ
る
財
源
を
確
保
し
て
、
事

業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
の
中
、
課
税
再
開
に

つ
い
て
住
民
へ
の
納
得
あ
る
説
明

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
の
か

Q
約
１
億
３
０
０
０
万
円
の

都
市
計
画
税
を
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
財
政
状

況
な
の
か
？

A
　
企
画
課
長

　
４
年
間
、
都
市
計
画
税
を
課
税

し
な
か
っ
た
が
、
移
住
定
住
の
効

果
が
見
え
な
か
っ
た
。

　
都
市
計
画
事
業
は
、
年
間
５
億

円
程
度
に
な
る
の
で
、
都
市
計
画

税
を
充
当
し
て
、
住
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
町
に
し
た
い
。

重
点
事
業
は

Q
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
中
で
、

何
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
？

A
　
町
長

　
一
番
は
道
路
整
備
で
あ
る
。
町

の
社
会
資
本
整
備
は
ま
だ
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８月26日

　
８
月
26
日
、
第
４
３
２
回

定
例
会
に
提
出
予
定
の
議
案

の
ほ
か
、
阿
久
津
中
学
校
校

舎
改
修
事
業
の
延
期
等
に
つ

い
て
、
各
担
当
課
長
等
か
ら

説
明
を
受
け
、
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
税
の

都
市
計
画
税
の

課
税
を
再
開

課
税
を
再
開

　
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事

業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す

る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
市
町
村

が
課
税
す
る
目
的
税
で
、
本
町
の

税
率
は
０
・
15
％
で
す
。

　
本
町
で
は
、
人
口
増
加
を
目
指

す
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
４
年

度
か
ら
７
年
度
ま
で
課
税
を
停
止

し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
課
税
を
再
開

す
る
た
め
に
、
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
改
正
を
行
う
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
課
税
再
開
の
理
由
と
し
て
、
市

街
地
の
雨
水
排
水
対
策
、
生
活
道

路
の
維
持
修
繕
、
街
路
事
業
の
推

進
を
挙
げ
、
安
定
的
な
財
源
と
し

て
都
市
計
画
税
を
活
用
す
る
と
し

激変緩和措置により令和８年度は0.08％、
令和９年度以降は0.15％

住民に対し納得いく説明を！ 全員協議会全員協議会
NEWSNEWS

市街地に課す都市計画税　課税再開！市街地に課す都市計画税　課税再開！
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■
提
言
内
容（
要
旨
）

　
国
道
４
０
８
号
宇
都
宮
高
根
沢

バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る
と
、
石
神

地
区
や
宝
中・宝
下
地
区
は
、産
業・

商
業
・
流
通
・
業
務
系
、
ま
た
住

宅
系
の
土
地
利
用
需
要
が
高
ま
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
該
地

区
の
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
つ

い
て
、
積
極
的
な
文
言
で
記
載
す

べ
き
で
あ
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
の
小
学
校
の

児
童
数
の
減
少
に
対
応
す
べ
く
、

早
急
に
「
児
童
に
と
っ
て
望
ま
し

い
学
び
の
場
」
を
作
る
必
要
が
あ

る
。
策
定
中
の
学
校
規
模
適
正
化

の
基
本
計
画
が
着
実
に
進
む
よ
う

盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
経
営
計
画
は
、
町
と

町
民
と
が
共
に
進
め
て
い
く
計
画

で
あ
る
。
よ
り
町
民
が
理
解
し
や

す
い
表
記
と
さ
れ
た
い
。

　
町
政
運
営
の
基
本
的
な
方
向
を

定
め
た
「
高
根
沢
町
地
域
経
営
計

画
２
０
２
６
」
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
計
画
と
し
て
、
本
年
度
末
を
目

途
に
現
在
策
定
中
で
す
。

　
議
会
も
策
定
段
階
か
ら
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
６
月
議

会
で
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
町

が
示
し
た
「
素
案
」
に
つ
い
て
、

担
当
課
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、

審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
提
言
と
し
て
ま
と
め
、
８
月
29

日
に
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

ラ
ー
ト
販
売
）、
縁
そ
ば
（
屋
外
レ

ス
ト
ラ
ン
）、
株
式
会
社
け
し
き
や

（
温
室
）。

　
温
泉
は
、
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
の

出
店
辞
退
が
あ
り
株
式
会
社
元
気

あ
っ
ぷ
直
営
で
、
農
産
物
直
売
所

は
テ
ナ
ン
ト
事
業
者
に
よ
り
、
７

月
23
日
か
ら
営
業
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。（
農
産
物
直
売
所
の
事
業

者
は
、
８
月
下
旬
に
撤
退
）

　
ま
た
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
コ
テ
ー

ジ
は
事
業
者
が
決
定
し
て
い
る
も

の
の
、
オ
ー
プ
ン
時
期
は
未
定
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
テ
ナ
ン
ト
使
用
料
が
主
な
収
入

源
で
あ
る
株
式
会
社
元
気
あ
っ
ぷ

の
経
営
は
、
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
２
日
、「
道
の
駅

た
か
ね
ざ
わ
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
」
を
視
察
し
、
営
業

し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
の
状

況
と
こ
れ
か
ら
オ
ー
プ
ン

予
定
の
テ
ナ
ン
ト
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
産
業
課

長
と
株
式
会
社
元
気
あ
っ

ぷ
駅
長
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

テ
ナ
ン
ト
の
出
店
が

テ
ナ
ン
ト
の
出
店
が

計
画
ど
お
り
進
捗

計
画
ど
お
り
進
捗

し
て
い
な
い

し
て
い
な
い

　
町
は
、
令
和
６
年
10
月
に
町
１

０
０
％
出
資
法
人
の
「
株
式
会
社

元
気
あ
っ
ぷ
」
を
設
立
し
、
令
和

７
年
度
か
ら
町
の
意
向
を
確
実
に

反
映
で
き
る
運
営
体
制
に
変
更
し

ま
し
た
。

　
各
施
設
等
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

貸
し
、
全
体
の
運
営
は
株
式
会
社

元
気
あ
っ
ぷ
が
責
任
を
持
つ
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
視
察
時
点
で
営
業
し
て
い
た
テ

ナ
ン
ト
は
、
沖
縄
食
堂
（
本
館
２

階
レ
ス
ト
ラ
ン
）、
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
・

ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア
・
ト
ラ
ム
（
ジ
ェ

７月２日新たな運営体制での現状は？
令和７年度以降の運営は

町100％出資の株式会社に
全員協議会全員協議会
NEWSNEWS

町
地
域
経
営
計
画
２
０
２
６（
素
案
）に

町
地
域
経
営
計
画
２
０
２
６（
素
案
）に

住
民
や
議
会
の
声
を
！

住
民
や
議
会
の
声
を
！提言書の全文は

こちらから

運営は大丈夫なのか？運営は大丈夫なのか？
（テナント未入居のコテージを視察）（テナント未入居のコテージを視察）

町長に手交町長に手交

道の駅たかねざわ　元気あっぷむら道の駅たかねざわ　元気あっぷむら
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議　員

Ａ 

町
長

　
災
害
へ
の
備
え
を
促
す
「
自
助
」

の
後
押
し
、
自
治
会
加
入
者
へ
の

助
成
上
乗
せ
に
よ
り
「
公
助
」
の

強
化
や
加
入
促
進
に
も
つ
な
が
る

取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

　
財
源
の
確
保
と
優
先
順
位
、
運

用
体
制
、
公
平
性
、
費
用
対
効
果

等
の
観
点
を
総
合
的
に
勘
案
し
つ

つ
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

自
助
の
後
押
し 

公
助
の
強
化

Ｑ
災
害
時
に
持
ち
出
し
可
能

な
家
庭
用
防
災
グ
ッ
ズ
用

品
を
町
が
購
入
し
、
町
民
が
半
額

程
度
で
購
入
で
き
る
助
成
制
度
を

構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
さ
ら
に
、
自
治
会
加
入
者
に
は
、

加
入
率
向
上
の
観
点
か
ら
も
、
助

成
額
を
上
乗
せ
し
、
４
分
の
１
程

度
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か
？

問 

家
庭
用
防
災
グ
ッ
ズ
セ
ッ
ト
の

　 

購
入
に
町
の
助
成
を

　
答
【
町
長
】新
た
な
視
点
と
具
体
的
な

　 

　 

ヒ
ン
ト
と
受
け
止
め
る

設
利
用
者
に
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
駐

車
場
を
、
現
行
１
時
間
ま
で
を
２

時
間
ま
で
無
料
に
、
ま
た
、
シ
ン

ボ
ル
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
設
置

検
討
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
？

Ａ 

町
長

　
ロ
ー
タ
リ
ー
駐
車
場
は
、
駅
へ

の
送
迎
な
ど
短
時
間
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
の
要
望

も
な
く
、
昨
年
度
精
算
機
の
改
修

を
行
っ
た
ば
か
り
で
、
当
面
の
間
、

２
時
間
無
料
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
広
場
自
体
が
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
場
所
で
あ
り
、
広
く
利
用

し
た
い
こ
と
か
ら
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
等
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
な
い
。

入
居
期
間
が
ポ
イ
ン
ト

Ｑ
宝
積
寺
駅
前
の
ち
ょ
っ
蔵

広
場
商
業
支
援
施
設
の
テ

ナ
ン
ト
入
居
に
つ
い
て
、
よ
り
賑

わ
い
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
入

居
期
間
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
？

Ａ 

町
長

　
現
行
で
は
原
則
３
年
、
延
長
は

１
回
に
限
り
２
年
、
最
大
で
５
年

と
し
て
い
る
。
期
限
を
設
け
る
こ

と
で
、
駅
前
と
い
う
好
立
地
の
施

設
を
運
用
し
、
出
店
を
希
望
す
る

方
に
広
く
機
会
を
提
供
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
応

募
が
な
く
、
空
き
店
舗
と
な
り
、

入
れ
替
え
が
「
賑
わ
い
活
性
化
」

の
弊
害
に
な
る
懸
念
も
あ
る
。

　
現
状
の
最
大
５
年
間
制
限
が
、

妥
当
な
期
間
で
あ
る
の
か
、
県
や

他
市
町
の
類
似
施
設
の
状
況
も
確

認
し
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

広
場
自
体
が
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

Ｑ
集
客
力
ア
ッ
プ
と
話
題
づ

く
り
の
た
め
に
、
広
場
施

菅谷　英夫

問 宝積寺駅東口広場の賑わい活性化を
　 ～集客力アップ策と話題づくりが必要～
　答【町長】他施設も確認しながら検討していく

イベントを工夫 ｢＃Night_Festa2025｣ は夕刻開始

問 

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
を
元
気
に
！

　
答
【
町
長
】課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
む

町
は
軌
道
修
正
す
べ
き

Ｑ
入
居
予
定
だ
っ
た
テ
ナ
ン

ト
の
撤
退
や
未
入
居
施
設

が
未
だ
に
あ
る
現
状
は
、
当
初
の

計
画
と
か
な
り
の
ズ
レ
を
感
じ
る
。

指
定
管
理
者
に
対
し
、
町
の
運
営

関
与
と
軌
道
修
正
を
積
極
的
に
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
？

Ａ 

町
長

　
当
初
の
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し

て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
町
は
株

主
と
し
て
、
要
求
水
準
と
事
業
計

画
の
達
成
を
求
め
て
い
る
。

　
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ちょっ蔵広場
一
般
質
問
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論
戦

町民の声を町政に！町民の声を町政に！

菅谷　英夫 議員 ………… P13
①宝積寺駅東口広場の賑わい活性化を
　～集客力アップ策と話題づくりが必要～
②家庭用防災グッズセットの購入に町の助成を
③元気あっぷむらを元気に！

小池　哲也 議員 ………… P14
①自治会活性化に向け条例の制定を
②部制により執行体制強化を
③元気あっぷむらの運営は要求水準書どおりか

野口　昌宏 議員 ………… P15
①元気あっぷむらの運営管理に、第三者委員
会等の設置と情報公開を
②歴史民俗資料館に第二次大戦時の資料収集
と展示を
③24時間使えるＡＥＤの設置を

横須賀　忠利 議員 ……… P16
①公文書の取り扱いについて内部での検討は
②阿久津小学校の校舎新築復旧工事契約は
③新庁舎等建設設計業務における共同企業体
の責任は
④自治会の維持や活性化のために

瀧　幸彦 議員 …………… P17
①100年後に美しく実り豊かな田んぼを残す
ために農業経営継承問題に取り組むべき
②地上設置型太陽光パネルの規制に関して
③阿久津台地の開発予定は
④ＨＰＶワクチンの接種状況と周知施策は
⑤養護老人ホーム・軽費老人ホームへの措置
について

小堀　秀一 議員 ………… P18
①子どもたちの安全確保の取組を
②新庁舎等整備後の町民広場は

森　弘子 議員 …………… P19
①住民協働のまちづくりの実現を
②地域福祉活動に行政の積極的な支援を
③重度心身障がい者医療費の現物給付化の実
施を

９
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
、

宝
積
寺
駅
東
口
の
賑
わ
い
活
性
化

に
つ
い
て
、
道
の
駅
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
の
運
営
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
、
私
が
以
前
関
係
し
て
い
た

施
設
で
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
傍

聴
に
行
き
ま
し
た
。

高
根
沢
町
議
会
の
傍
聴
は
初
め

て
で
し
た
が
、
予
想
し
て
い
た
よ

り
大
勢
の
傍
聴
者
が
お
り
、
町
民

の
町
政
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
議
会
は
凛
と
し
た

中
で
開
会
宣
言
が
さ
れ
、
一
般
質

問
が
始
ま
り
、
町
政
を
チ
ェ
ッ
ク

し
政
策
を
提
言
す
る
議
会
議
員
の

質
問
に
執
行
部
の
緊
張
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
高
根
沢
町
の
活
性
化

を
願
う
議
員
さ
ん
の
質
問
は
、
問

題
点
を
よ
く
勉
強
し
的
を
射
た
質

問
が
多
く
、
た
だ
残
念
な
の
は
時

間
切
れ
で
答
弁
が
最
後
ま
で
聞
か

れ
な
か
っ
た
点
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
議

会
を
傍
聴
し
町
政
に
関
心
を
持
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 束

つか
原
はら
　正
まさ
記
き
さん

（那須烏山市）

一　般　質　問

傍聴者の声

一
般
質
問

第
４
３
２
回
定
例
会

決
算
審
査
常
任
委
員
会
審
査

全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

12（2025・10月号）議会だより たかねざわ

Facebook
もチェック

会議録
検索システム

「一般質問」は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論議をする場です。
質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内です。
本誌では、太字の質問を要約して掲載しています。全質疑の詳細は、YouTubeをご覧ください。

一般質問って？



議　員

Ａ 

町
長

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数
や
利
用
可
能

な
時
間
帯
の
面
で
は
、
夜
間
は
使

え
な
い
等
の
課
題
が
あ
り
、
今
回

の
提
案
を
契
機
に
、
各
公
共
施
設

の
所
属
長
に
検
討
を
指
示
し
、
24

時
間
体
制
で
活
用
が
図
れ
る
よ
う
、

実
現
の
可
能
性
を
見
極
め
つ
つ
、

対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
指
定
救
急
避
難
場
所
と

し
て
い
る
公
民
館
や
公
園
の
未
設

置
カ
所
へ
も
そ
の
必
要
性
を
踏
ま

え
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー

等
、
民
間
の
協
力
事
業
所
に
も
協

力
を
呼
び
か
け
て
設
置
を
働
き
か

け
て
い
く
と
共
に
、
自
治
会
や
消

防
団
・
防
災
士
へ
の
情
報
共
有
を

は
か
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
案
内

等
に
よ
り
、
町
民
の
救
命
意
識
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問 

24
時
間
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を

　
答
【
町
長
】公
共
施
設
へ
の
検
討
を
指
示

　
　 

し
つ
つ
、
民
間
の
事
業
所
の
協
力
を

　
　 

働
き
か
け
て
い
く

命
が
助
か
る
可
能
性
を
高
め

る
た
め
に

Ｑ
本
町
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

状
況
は
一
定
の
割
合
で
進

ん
で
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
屋
内

に
あ
り
、
使
用
も
日
中
に
限
ら
れ

て
い
る
。
緊
急
の
対
応
は
夜
間
で

も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン

ビ
ニ
等
の
事
業
所
の
協
力
も
含
め

て
24
時
間
使
用
可
能
な
環
境
の
整

備
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
？

失
わ
れ
ゆ
く
戦
争
の
資
料
を

町
の
歴
史
に
加
え
る
べ
き

Ｑ
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
、
第

二
次
大
戦
時
の
生
活
資
料
を
収
集

し
、
保
管
・
展
示
を
す
べ
き
で
は
？

Ａ 

教
育
長

　
戦
時
の
資
料
収
集
・
管
理
と
展

示
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
目
的

に
沿
っ
て
お
り
、
平
和
の
尊
さ
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
町
民
へ

の
協
力
の
呼
び
か
け
や
、
情
報
の

収
集
・
展
示
を
検
討
し
た
い
。

運
営
は
大
丈
夫
な
の
か

Ｑ
町
が
１
０
０
％
出
資
す
る

株
式
会
社
元
気
あ
っ
ぷ
に

対
し
て
、
毎
年
５
０
０
０
万
円
の

税
金
を
５
年
間
で
２
億
５
０
０
０

万
円
投
入
す
る
こ
の
事
業
が
、オ
ー

プ
ン
の
最
初
か
ら
運
営
が
つ
ま
ず

い
て
い
る
印
象
が
あ
る
が
？

Ａ 

町
長

　
新
た
な
体
制
に
よ
る
運
営
が
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ

の
結
果
を
評
価
す
る
に
は
早
い
と

考
え
て
い
る
。

信
頼
さ
れ
る
運
営
を

Ｑ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
に
対
す

る
経
営
の
不
安
を
払
拭
し
、

町
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
は
、

経
営
状
況
を
監
査
す
る
第
三
者
委

員
会
等
の
設
置
が
必
要
で
は
？

Ａ 

町
長

　
株
式
会
社
元
気
あ
っ
ぷ
の
も
と
、

最
善
の
経
営
が
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
と
共
に
、
引
き
続
き
運
営
状

況
を
注
視
し
て
い
く
中
で
、
第
三

者
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
そ
の
必

要
性
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

野口　昌宏

問 元気あっぷむらの運営管理に、
　 第三者委員会等の設置と情報公開を
　答【町長】運営状況を注視しつつ、設置を判断したい

定
ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と

も
承
知
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
元
気
あ
っ
ぷ
お
よ
び

テ
ナ
ン
ト
事
業
者
と
定
期
的
な
情

報
交
換
の
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
取
締
役
会
等
を
開

催
し
、
実
態
の
把
握
と
対
応
策
の

協
議
・
決
定
を
行
っ
て
き
た
。
現

在
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
は
い

る
が
、
町
と
株
式
会
社
元
気
あ
っ

ぷ
が
密
接
に
連
携
し
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。

問 歴史民俗資料館に第二次大戦
　 時の資料収集と展示を
　答【教育長】町民に協力を呼び
　　 かけ、情報の収集と展示を
　　 検討したい

（出典：戸田市消防本部ＨＰより）
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議　員

Ａ 

町
長

　
平
成
19
年
度
か
ら
部
制
を
敷

き
、
情
報
共
有
や
応
援
体
制
な
ど
、

横
の
連
携
へ
の
意
識
付
け
が
図
ら

部
制
採
用
で
体
制
強
化
を

Ｑ
行
政
の
舵
取
り
は
、
町
長

一
人
の
考
え
だ
け
で
運
営

を
担
う
も
の
で
は
な
く
、
行
政
経

験
豊
か
な
職
員
の
考
え
方
、
捉
え

方
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
良
い
運
営
が
可
能
に
な
る
。

　
部
制
を
採
用
し
、
課
長
を
統
括

す
る
部
長
を
任
命
し
、
運
営
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
？

定
ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と

も
承
知
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
元
気
あ
っ
ぷ
お
よ
び

テ
ナ
ン
ト
事
業
者
と
定
期
的
な
情

報
交
換
の
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
取
締
役
会
等
を
開

催
し
、
実
態
の
把
握
と
対
応
策
の

協
議
・
決
定
を
行
っ
て
き
た
。
現

在
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
は
い

る
が
、
町
と
株
式
会
社
元
気
あ
っ

ぷ
が
密
接
に
連
携
し
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。

れ
た
が
、
意
思
決
定
や
命
令
系
統

の
時
間
の
ロ
ス
な
ど
が
表
出
し
課

制
に
戻
し
た
。
し
か
し
、
意
思
決

定
過
程
へ
の
職
員
の
参
画
や
、
意

思
決
定
の
伝
達
等
が
課
題
と
な
り
、

令
和
５
年
10
月
か
ら
政
策
調
整
会

議
を
設
置
し
、
重
要
な
政
策
や
事

業
は
、
関
係
課
長
等
が
調
整
を
行

う
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
執
行
部

と
課
の
間
の
距
離
を
縮
め
、
迅
速

に
対
応
し
て
い
る
。

要
求
水
準
書
に
よ
る
運
営

Ｑ
町
は
、
指
定
管
理
要
求
水

準
書
を
示
し
て
い
る
が
、

水
準
書
ど
お
り
に
施
設
の
管
理
・

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
町
長
と
し
て
、
ま
た
株
式
会
社

元
気
あ
っ
ぷ
の
代
表
取
締
役
と
し

て
、
施
設
の
管
理
・
運
営
状
況
や

事
業
計
画
の
執
行
状
況
を
把
握
し

て
い
る
。
ま
た
、
事
業
計
画
が
想

問 

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
運
営
は

　 

要
求
水
準
書
ど
お
り
か

　
答
【
町
長
】想
定
ど
お
り
で
は
な
い

問 

部
制
に
よ
り
執
行
体
制
強
化
を

　
答
【
町
長
】政
策
調
整
会
議
を
設
置
し

重
要
な
政
策・事
業
を
調
整

自
治
会
活
動
の
活
性
化
策
は

Ｑ
ど
の
よ
う
な
施
策
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
地
域
担
当
制
度
お
よ
び
地
域
創

生
応
援
制
度
の
導
入
検
討
を
進
め

て
き
た
が
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
支
援
制
度
の
構
築
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
。
自
治
会
が
求
め

て
い
る
支
援
、
自
治
会
を
取
り
巻

く
課
題
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
着
手
。
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
自
治
会
連
合
会
と
も
協

議
し
、
新
年
度
に
向
け
て
早
急
に

支
援
制
度
の
設
計
を
進
め
て
い
く
。

活
性
化
条
例
の
制
定
を

Ｑ
自
治
会
の
役
割
や
必
要
性

を
条
例
に
明
記
し
て
周
知

し
、
自
治
会
活
動
に
参
加
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
は
？

Ａ 

町
長

　
条
例
制
定
の
検
討
過
程
や
活
性

化
、
加
入
率
の
推
移
な
ど
の
導
入

効
果
に
つ
い
て
、
県
内
先
行
自
治

体
の
調
査
研
究
を
行
い
、
制
定
の

必
要
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
く
。

小池　哲也

問 自治会活性化に向け条例の制定を
　答【町長】条例の必要性を判断する

来庁者の利便性も考慮した運営体制の強化を！
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議　員

Ａ 

町
長

　
宝
積
寺
西
通
り
に
つ
い
て
は
、

駅
西
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
７
５
８
ｍ
は
整
備
済
で
あ
り
、

進
捗
率
は
23
．
４
％
。
北
側
の
宝

積
寺
駅
西
第
二
地
区
の
共
有
地
に

つ
い
て
令
和
８
年
度
を
目
途
に
所

有
権
移
転
作
業
を
進
め
て
い
る
。

阿
久
津
台
地
の
開
発
は

Ｑ
中
阿
久
津
配
水
場
の
北
西

数
百
ｍ
の
さ
く
ら
市
側
で

は
現
在
大
規
模
な
造
成
工
事
が
行

　
ま
た
、
対
象
児
童
や
そ
の
保
護

者
へ
の
周
知
施
策
は
？

Ａ 

町
長

　
令
和
４
年
度
、５
年
度
の
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
者
は
そ
れ
ぞ
れ
75

人
前
後
だ
が
、
令
和
６
年
度
は
２

３
９
人
が
接
種
。

宝
積
寺
駅
西
地
区
の
道
路
計

画
はＱ

一
般
国
道
４
０
８
号
の
未

開
通
部
分
が
新
設
さ
れ
、

国
道
４
号
と
繋
が
る
。「
常
総
・
宇

都
宮
東
部
連
絡
道
路
構
想
」
で
は
、

茨
城
県
の
「
谷
和
原
Ｉ
Ｃ
」
か
ら

「
矢
板
Ｉ
Ｃ
」
を
繋
ぐ
バ
イ
パ
ス
が

国
道
４
０
８
号
と
さ
れ
て
お
り
、

広
域
的
で
劇
的
な
自
動
車
交
通
の

変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
都
市
計
画
道
路
「
３
・

４
・
４
０
１
宝
積
寺
西
通
り
」
の

進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

が
ん
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に

Ｑ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
）
は
、

令
和
４
年
４
月
よ
り
定
期
接
種
が

再
開
さ
れ
た
が
、
一
時
的
に
差
し

控
え
ら
れ
て
い
た
期
間
に
接
種
を

逃
し
た
方
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ（
後

追
い
）
接
種
の
状
況
は
？

問 

阿
久
津
台
地
の
開
発
予
定
は

　
答
【
町
長
】開
発
す
る
計
画
は
な
い

問 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
と
周
知
施
策
は

　
答
【
町
長
】案
内
を
個
別
配
布
し
た

農
業
経
営
継
承
へ
の
施
策
は

Ｑ
高
根
沢
の
美
し
い
田
ん
ぼ

を
次
世
代
に
残
す
べ
き
だ

が
、
今
後
20
年
で
農
業
従
事
者
は

３
分
の
１
に
激
減
し
て
し
ま
う
と

い
わ
れ
て
い
る
。
農
業
経
営
継
承

に
対
し
て
の
町
の
施
策
は
？

Ａ 

町
長

　
農
業
を
担
う
人
材
確
保
・
育
成

に
努
め
る
た
め
、
町
の
単
独
補
助

と
し
て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
新
設

整
備
・
張
替
え
等
更
新
す
る
た
め

の
「
園
芸
作
物
推
進
支
援
事
業
」
や
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先

進
技
術
を
活
用
し
省
力
化
を
可
能

に
す
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事

業
」
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　瀧　幸彦

問 100年後に美しく実り豊かな田んぼを残す
　 ために農業経営継承問題に取り組むべき
　答【町長】農地の耕作者である担い手育成が必要

高根沢の美しい田んぼを次世代に
（写真提供：高根沢町観光協会）

厚労省　ＨＰＶ

HPVワクチンを受けることを希望する場合は

小学校6年～高校1年相当の女の子は、HPVワクチンを公費で受けられます※。
病院や診療所で相談し、どれか1種類を接種します。ワクチンの種類や接種する年齢によって、
接種の回数や間隔が少し異なりますが、いずれのワクチンも、半年～1年の間に決められた回数、接種します。
接種には、保護者の方の同意が必要です。
　

ＨＰＶワクチンについて、もっと詳しく知りたい方は

このご案内の内容をもっと詳しく説明している
「HPVワクチンについて知ってください＜詳細版＞」や、
その他のご案内をご覧ください。

ＨＰＶワクチンについて知ってください
～あなたと関係のある“がん”があります～

小学校6年  ～
 高校1年   の

女の子 と

保護者の方へ
大切なお知ら

せ相
当

かくかん

くわ

詳しく知りたい方向けの詳細版もあります。概要版
がい よう ばん

4

詳細版
P4,8

しょう さい ばん

すべてのワクチンの接種には、効果とリスクとがあります。
まずは、子宮けいがんとHPVワクチン、子宮けいがん検診について知ってください。
周りの人とお話ししてみたり、かかりつけ医などに相談することもできます。

ＨＰＶワクチンについて知ってください

けん しん

しょうさい ばん

2025年2月改訂版

お問合せ先

※公費の補助がない場合の接種費用は、サーバリックス®およびガーダシル®では3回接種で４～５万円、シルガード®9では3回接種で8～10万円、2回接種で5～7万円です。

HPVワクチンに関するよくあるご質問（Q&A）については、こちらをご確認ください。

3種類いずれも、1年以内に接種を終えることが望ましいとされています。
　※1      1回目と2回目の接種は、少なくとも5か月以上あけます。5か月未満である場合、3回目の接種が必要になります。
　※2・3  2回目と3回目の接種がそれぞれ1回目の2か月後と6か月後にできない場合、2回目は1回目から1か月以上（※2）、3回目は2回目から3か月以上（※3）あけます。
　※4・5  2回目と3回目の接種がそれぞれ1回目の1か月後と6か月後にできない場合、2回目は1回目から1か月以上（※4）、3回目は1回目から5か月以上、2回目から2か月半以上（※5）あけます。

※4 ※5

※2 ※3

サーバ
リックス®

シルガード®9 ガーダ
シル®

1回目

1回目

0か月

2回目

1か月

3回目

6か月

0か月

2回目

2か月

3回目

6か月
※1

※2 ※3

1回目

1回目

0か月

2回目

6か月

0か月

2回目

2か月

3回目

6か月

1回目の接種を
15歳になるまでに
受ける場合

1回目の接種を
15歳になってから
受ける場合

合計

2回

合計

3回

一
般
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

厚労省作成のリーフレット

わ
れ
て
い
る
。
さ
く
ら
市
側
は「
上

阿
久
津
台
地
南
側
地
区
」
と
名
づ

け
て
お
り
、
今
後
工
業
地
区
に
な

る
と
伺
っ
て
い
る
。
本
町
も
隣
接

地
域
に
関
し
て
限
定
的
な
農
用
地

利
用
計
画
の
変
更
や
産
業
団
地
整

備
を
考
え
て
い
る
か
？

Ａ 

町
長

　
阿
久
津
台
地
を
開
発
す
る
計
画

は
な
い
が
、
台
の
原
産
業
団
地
の

早
期
造
成
と
分
譲
に
全
庁
挙
げ
て

取
り
組
み
、
そ
の
後
の
展
開
に
つ

い
て
は
社
会
経
済
情
勢
や
企
業
動

向
等
を
見
極
め
な
が
ら
決
定
す
る
。

　
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
小
学

６
年
生
の
女
子
児
童
全
員
に
対
し

厚
労
省
作
成
の
案
内
を
個
別
配
布

し
た
。
が
ん
検
診
の
必
要
性
も
周

知
啓
発
し
て
い
く
。

一
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質
問
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Ｎ
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議　員

施
工
上
の
問
題
は

Ｑ
鉄
筋
の
切
断
、
お
よ
び
削

減
に
つ
い
て
は
？

Ａ 

町
長

　
鉄
筋
の
切
断
は
、
雑
壁
、
コ
ア

抜
き
箇
所
に
つ
い
て
、
鉄
板
で
補

強
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
筋

の
削
減
は
、
建
築
確
認
申
請
時
の

宇
都
宮
土
木
事
務
所
と
の
協
議
に

よ
り
、
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
許
可
に
沿
っ
て
施
工
さ
れ
て

い
る
。

必
要
な
図
面
は

Ｑ
竣
工
完
成
図
作
成
に
必

要
な
図
面
の
所
在
は
？

Ａ 

町
長

　
当
該
工
事
の
竣
工
完
成
図
に
つ

い
て
は
、「
高
根
沢
町
立
阿
久
津
小

学
校
校
舎
新
築
復
旧
工
事
完
成
図
」

と
し
て
工
事
目
的
物
の
完
成
時
の

図
面
が
あ
る
。
必
要
な
図
面
が
不

存
在
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

建
築
業
法
は

Ｑ
施
工
図
や
施
工
体
系
図
の

作
成
は
？

Ａ 

町
長

　
施
工
図
は
、
施
工
者
が
工
事
を

行
う
に
当
た
り
必
要
に
応
じ
て
作

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
確
な
作

成
基
準
は
な
く
、
施
工
図
と
し
て

提
出
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
施
工

体
系
図
に
つ
い
て
は
、
作
成
さ
れ

て
い
る
。

公
文
書
の
重
要
性

Ｑ
公
文
書
の
不
適
切
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
町
長
を

含
め
た
内
部
で
の
検
討
は
？

Ａ 

町
長

　
事
故
事
案
の
対
応
フ
ロ
ー
に
従

い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
確
認
し

た
事
実
に
基
づ
く
人
事
上
の
処
分

を
行
っ
て
お
り
、
処
分
の
過
程
に

お
い
て
、
組
織
内
部
で
の
検
討
を

含
め
た
事
務
処
理
は
適
切
に
行
わ

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

公
文
書
の
取
り
扱
い

Ｑ
公
文
書
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
刑
事
訴
訟
法
に
は

当
た
ら
な
い
の
か
？

Ａ 

町
長

　
当
該
事
案
に
よ
る
影
響
の
度
合

い
や
訂
正
文
書
が
発
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
、

本
件
が
告
発
す
べ
き
犯
罪
に
該
当

す
る
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
と
の

考
え
に
至
り
、
当
時
の
対
応
は
適

切
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

横須賀　忠利

問 公文書の取り扱いについて内部での検討は
　答【町長】組織内部での検討を含めた
　　　　　 事務処理は適正に行われた

問 阿久津小学校の
校舎新築復旧工事契約は

　答【町長】契約違反の事案として
　　 法的手続を行う考えはない

未来を担う子どもたちの安全安心を願って…
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議　員

高
根
沢
町
伝
統
行
事
の
復
活
は

Ｑ
「
た
か
ね
ピ
ア
夏
祭
り
」

の
実
施
は
？

Ａ 

町
長

　
町
と
し
て
開
催
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
現
在
庁
内
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
検
討
す

べ
き
事
項
は
多
岐
に
わ
た
る
。
運

営
主
体
と
財
源
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

Ａ 

町
長

　
本
町
で
は
、
担
い
手
の
確
保
の

た
め
に
新
た
な
制
度
を
導
入
す
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
く
れ

る
高
齢
者
が
増
加
す
る
よ
う
「
元

気
あ
っ
ぷ
ポ
イ
ン
ト
」
事
業
を
周

知
し
て
い
く
。

Ａ 

町
長

　
現
物
給
付
化
の
導
入
に
よ
り
、

県
の
補
助
金
が
２
分
の
１
か
ら
４

分
の
１
に
減
額
さ
れ
、
か
つ
国
民

健
康
保
険
療
養
費
等
負
担
金
が
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
に
よ
り
減
額
さ
れ
る
。

　
引
き
続
き
町
村
会
な
ど
も
通
じ

て
現
物
給
付
化
の
議
論
を
進
め
な

が
ら
、
国
県
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
検
討
し
て
い
く
。

担
い
手
の
育
成
を

Ｑ
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
、
担
い
手
の
育

成
が
求
め
ら
れ
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー

が
介
護
予
防
に
つ
い
て
学
び
、
地

域
で
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
地
域
サ
ロ
ン
へ
の
働
き

か
け
の
役
割
を
担
う
「
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
？

障
が
い
者
の
負
担
軽
減
を

Ｑ
本
町
の
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
費
助
成
制
度
は
、

償
還
払
い
方
式
で
あ
る
。

　
医
療
機
関
窓
口
で
の
医
療
費

の
支
払
い
や
助
成
申
請
手
続
き
を

な
く
し
、
本
人
や
家
族
な
ど
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
く
た
め
に
、「
現

物
給
付
方
式
」
を
導
入
し
て
は
？

問 

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
の

現
物
給
付
化
の
実
施
を

　
答
【
町
長
】国
県
の
動
向
を
注
視
す
る

際
に
、各
自
治
会
長
に
対
し
て
、「
地

域
福
祉
活
動
」
に
つ
い
て
周
知
し
、

意
識
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

現
庁
舎
の
跡
地
を
活
用
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に

Ｑ
跡
地
の
利
活
用
と
し
て
、

現
庁
舎
を
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
地
域
住
民

に
開
放
し
て
は
ど
う
か
？

Ａ 

町
長

　
躯
体
や
設
備
の
老
朽
化
が
著
し

く
、
貸
出
施
設
と
し
て
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

新
た
に
財
政
出
動
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
再

利
用
は
考
え
て
い
な
い
。

支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に

Ｑ
那
須
烏
山
市
は
「
地
域
福

祉
活
動
」
を
、
職
員
が
地

域
の
自
治
会
に
積
極
的
に
働
き
か

け
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
住
民

の
意
識
が
変
わ
り
、
自
主
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
行
政
と
し

て
地
域
の
自
治
会
に
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
っ
て
は
ど
う
か
？

Ａ 

町
長

　
本
町
の
地
域
福
祉
活
動
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
地
域
の
居
場
所

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
地
域
全
体
で
高

齢
者
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

設
立
お
よ
び
会
員
勧
誘
な
ど
協
力

を
依
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
、
直

近
５
年
間
の
推
移
は
「
単
位
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
」
の
数
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
数

は
横
ば
い
の
状
況
で
あ
る
。
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
過
ご
す
た
め
に
は
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
自
治
会
連
合
会
の
総
会
の

　森　弘子

問 地域福祉活動に行政の積極的な支援を
　答【町長】各自治会長に対して、
　　 地域福祉活動の意識醸成に努めていく

新庁舎整備後の現庁舎の行方は？
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２
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議　員

問 

新
庁
舎
等
整
備
後
の
町
民
広
場
は

答
【
町
長
】
市
街
化
調
整
区
域
の

　 

性
格
を
変
え
な
い
範
囲
で

　 

地
区
計
画
を
策
定
し
て
い
る

高
根
沢
町
伝
統
行
事
の
復
活
は

Ｑ
「
た
か
ね
ピ
ア
夏
祭
り
」

の
実
施
は
？

Ａ 

町
長

　
町
と
し
て
開
催
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
現
在
庁
内
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
検
討
す

べ
き
事
項
は
多
岐
に
わ
た
る
。
運

営
主
体
と
財
源
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

住
民
の
利
便
性
の
向
上
で

交
流
促
進

Ｑ
今
後
、
図
書
館
な
ど
の
公

共
施
設
を
町
民
広
場
周
辺

に
集
約
す
る
考
え
は
あ
る
か
？

Ａ 

町
長

　
建
設
地
周
辺
は
「
市
街
化
調
整

区
域
」
と
な
っ
て
お
り
、
原
則
と

し
て
宅
地
造
成
や
建
物
の
建
築
が

で
き
な
い
区
域
で
あ
る
。
新
庁
舎

等
の
建
設
に
お
い
て
は
、
市
街
化

調
整
区
域
の
性
格
を
変
え
な
い
範

囲
で
無
秩
序
な
土
地
利
用
や
乱
開

発
を
防
止
し
て
お
り
、
地
区
計
画

に
お
い
て
町
民
広
場
に
建
築
で
き

る
建
築
物
の
用
途
や
形
態
を
新
庁

舎
等
整
備
に
係
る
建
築
物
に
限
定

し
て
い
る
。
現
時
点
で
図
書
館
な

ど
の
町
施
設
を
町
民
広
場
や
そ
の

周
辺
に
集
約
す
る
計
画
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心・安
全
を

Ｑ
「
な
が
ら
見
守
り
」
の
促

進
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用

し
た
防
犯
対
策
、「
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
の
再
構
築
を
し
て
は
？

Ａ 

教
育
長

　「
な
が
ら
見
守
り
」
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
地
域
全
体
で
子
供
た

ち
を
見
守
る
活
動
の
推
進
を
行
う
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用
し
た
防
犯
対

策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
に
お
け
る
選
択
肢
と
し

て
研
究
す
る
。「
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
」の
再
構
築
に
つ
い
て
は
、
わ

か
り
や
す
い
看
板
や
の
ぼ
り
旗
の

設
置
の
ほ
か
、
機
能
強
化
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

安
全
運
転
を
確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に

Ｑ
通
学
路
の
交
差
点
に
ス
ピ

ー
ド
バ
ン
プ
の
設
置
は
？

Ａ 

町
長

　
ス
ピ
ー
ド
バ
ン
プ
は
自
転
車
や

バ
イ
ク
が
転
倒
す
る
な
ど
の
リ
ス

ク
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
町
と
し

て
は
通
学
路
に
対
し
迅
速
に
対
応

で
き
、
か
つ
、
リ
ス
ク
の
少
な
い

カ
ラ
ー
舗
装
や
路
面
標
示
、
外
側

線
の
設
置
に
優
先
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

小堀　秀一

問 子どもたちの安全確保の取組を
　答【町長】町民が安心して暮らせる
　　　　　　　 交通環境の整備に努める

スピードバンプで安全確保を

子どもたちを守る家の看板が朽ちていていいのか…

年に一度の豊年踊り

一
般
質
問

第
４
３
２
回
定
例
会

決
算
審
査
常
任
委
員
会
審
査

全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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教
師
と
し
て
長
年
お
勤
め
さ

れ
て
い
た
と
お
聞
き
し
ま
す
が
、

書
道
と
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な

出
会
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
数
学
の
教
員
を
志
し
、
教
育

学
部
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
板
書

に
自
信
が
な
く
、
き
れ
い
な
文
字

が
書
け
る
よ
う
に
と
書
道
サ
ー
ク

ル
に
入
部
し
た
の
が
出
会
い
で
す
。

　
大
学
で
は
書
道
の
授
業
も
受
講

し
、
生
涯
の
師
匠
、
中
野
永
峰
先

生
と
巡
り
会
い
、
卒
業
後
弟
子
入

り
し
、
教
師
の
傍
ら
通
信
教
育
で

高
校
の
書
道
免
許
状
を
取
得
し
ま

し
た
。
40
歳
の
時
、中
学
校
を
退
職
、

大
学
院
修
士
課
程
に
進
み
、
２
年

間
芸
術
分
野
の
書
の
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

　
書
道
サ
ー
ク
ル
入
部
以
来
、
50

年
以
上
書
道
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
　「
書
」
へ
の
思
い
や
意
気
込
み
、

ま
た
、「
書
」
か
ら
学
ぶ
も
の
、「
書
」

が
教
え
て
く
れ
る
も
の
な
ど
、「
書
」

の
真
髄
と
は
？

　
　
文
字
を
素
材
に
し
た
芸
術
的

な
表
現
を
創
作
す
る
の
が
、
大
き

な
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
古
典
の
臨
書
か
ら
筆
遣
い
や
線

質
の
強
さ
深
さ
を
学
び
ま
す
が
、

不
思
議
な
こ
と
に
筆
が
そ
れ
ら
を

教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
筆
を
執
っ
て
い
る
時
間
は
俗
事

か
ら
離
れ
、
別
世
界
に
浸
れ
る
至

福
の
ひ
と
と
き
で
す
。

　
将
来
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
書
を

発
表
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
お
孫
さ
ん
が
全
国
規
模
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
書
の
師
と
し
て
、
祖
父
と
し

て
ど
ん
な
お
気
持
ち
で
す
か
？

　
　
自
分
が
受
賞
し
た
時
よ
り
も

う
れ
し
い
で
す
ね
。
書
道
を
続
け

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
子
た
ち
に
は
十
分
な
指
導

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
孫
た

ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
高
根
沢
町
に
望
む
こ
と
、
期

待
し
た
い
こ
と
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
町
に
は
美
術
作
品
を
展
示
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
庁
舎
移
転
に
伴
い
複
合
施
設

が
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
美
術
鑑
賞

が
で
き
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

ス
ペ
ー
ス
を
是
非
造
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
気
軽
に
鑑
賞
で
き
、
楽
し
く
体

験
し
、
語
り
合
え
る
場
が
町
民
の

豊
か
な
生
活
を
生
み
出
す
の
だ
と

思
い
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　
数
学
教
師
と
し
て
、
書
家
と
し

て
、
ま
た
、
趣
味
の
映
画
鑑
賞
も
。

　
理
路
整
然
と
し
た
中
に
も
鋭
い

感
性
を
お
持
ち
の
心
豊
か
な
方
だ

と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
「
書
は
ま
だ
ま
だ
道

半
ば
」
と
言
う
五
江
渕
さ
ん
か
ら
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
深
謝
。
　
　
　（
菅
谷
）
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QQ

Q

マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

　
令
和
６
年
度
決
算
審
議
や
町

民
の
声
を
中
心
に
編
集
し
ま
し

た
。一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員

が
登
壇
し
、執
行
部
と
の
論
戦
に

挑
み
ま
し
た
。ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見

る
の
も
い
い
で
す
が
、一度
傍
聴
に

議
場
へ
も
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

A

文字への熱い思い文字への熱い思い

自分だけの線を求めて自分だけの線を求めて

広報委員の
突撃インタビュー
あなたの声を
町政に

QA A

A

『生  動』
「生き生きとして真に迫ること」

最高賞の「農林水産大臣賞」を受賞
JA共済全国小中学生書道コンクール・
小学生低学年半紙の部（応募約99万点）

板
書
を
き
れ
い
な
文
字
で

筆
が
教
え
て
く
れ
る

孫
の
受
賞
に
感
無
量

楽
し
く
語
り
合
え
る
場
を

和
顔
愛
語
は

和
顔
愛
語
は    

座
右
の
銘

座
右
の
銘

人
皆
我
が
師

人
皆
我
が
師

　な
り
　な
り

　　そ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
体
現
さ
れ

そ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
体
現
さ
れ

た
よ
う
な
お
人
柄
。
書
道
界
を
牽
引

た
よ
う
な
お
人
柄
。
書
道
界
を
牽
引

し
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て

し
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て

い
る
書
家
　五
江
渕
霊
水
さ
ん
に
お

い
る
書
家
　五
江
渕
霊
水
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

話
を
伺
い
ま
し
た
。

和
顔
愛
語
は  

座
右
の
銘

人
皆
我
が
師

　な
り

　そ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
体
現
さ
れ

た
よ
う
な
お
人
柄
。
書
道
界
を
牽
引

し
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て

い
る
書
家
　五
江
渕
霊
水
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

五
ご

江
え

渕
ぶ ち

  霊
れ い す い

水さん （石末）
東日本書道会会長・栃木県書道連盟副会長
塩谷地区芸術祭運営協議会副会長兼事務局
下野書道会理事審査部長・洗心会事務局長

佐藤景心佐藤景心佐
さ

藤
とう

景
けいしん

心さん
（西小 3年）


